
がん検診実施機関精度管理調査結果について 

 

１ 調査の目的 

県内検診実施機関の精度管理水準の把握を目的とし、平成２０年３月に、厚生

労働省が設置した「がん検診に関する検討会」及び「がん検診事業の評価に   

関する委員会」でまとめられた「がん検診のためのチェックリスト（検査機関用）」

の中で示されているチェック項目の遵守状況調査を実施した。 

 

２ 調査対象 

   県内市町村から集団がん検診を受託している検診実施機関１９機関 (別表のとおり) 

 

３ 調査対象期間 

   平成２６年４月から平成２７年３月の間に行ったがん検診を対象に実施 

 

４ 調査方法 

郵送にて調査票を配布し、ＦＡＸ・メールまたは郵送にて回収 

 

５ 回答状況 

１９機関より調査票にて回答を得た（回答率１００％） 

   

６ 調査結果 

  別添資料１－２、１－３のとおり 

 

７ 今後の方針 

○今回の調査結果を、県健康づくり支援課ホームページに掲載するとともに、

各検診実施機関及び委託市町村に対し情報提供し、適切な精度管理に努めても

らえるよう促す。 

 

○各検診実施機関には、今後も継続して効果的な精度管理への取組を意識して

もらうため、毎年調査を継続する。 

 

 

 

 

 

資料 1－1 



がん検診実施機関のがん種別受託状況 

検査機関名 

受託自治体数 

備考 
胃がん 大腸がん 

肺がん 
乳がん 子宮頸がん 

読影 喀痰 

１ ３６ １５ ３０ ２１ ４２ ４８ ※1 

２ ５ ６ ９ ６      

３ ４ ２ ５ ２ ２   

４ １ １ １  １   

５ １ １   １ １  

６ ４ ４      

７ １       

８  １   ３   

９  ７      

１０  ３      

１１  １      

１２  １      

１３  １      

１４  １      

１５   １ １    

１６   １     

１７ １  １    ※2 

１８   １ １   ※3 

１９    １   ※4 

合      計 ５３ ４４ ４９ ３２ ４９ ４９  

※１ 肺がん検診において、喀痰細胞診検査を他機関に依頼していないため、調査票 Q4(2)は該当なし 

※2 肺がん検診において、読影検査のみを受託しており、調査票 Q4 は該当なし 

※3 肺がん検診において、喀痰細胞診検査を他機関に依頼しており、調査票 Q4（2）以外該当 

※4 肺がん検診において、喀痰細胞診検査のみ受託しており、調査票 Q4 の(3)～(7)のみ該当 

 

＊本表は、自治体の集団検診の受託状況を示したもの 

個別検診のみを行っている自治体もあるため、合計は５４とはならない 

別表（公開用） 


